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総合的な学習の時間 iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中Ａ グループ3名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

GoogleClassroom  の使用方法について学ぶ

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

GoogleClassroomを実際に使用してみる。

（ログイン、メールの活用、Classroomを活用した授業）

GoogleClassroomの機能や利便性について、体験しながら学ぶことができた。

学んだことを活かせるように他の授業でも活用できるようにしていく。

生徒の実態に応じて活用方法を検討していく。

GoogleClassroomの機能や利便性について確認

中学部
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▼ 写真を保存するため、容量超過しないように工夫する必要がある。

＜学習のねらい＞

筆記に変わる新たな記録手段の獲得

iPadの活用方法を知る

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

教員がテンプレートを作成し、生徒のiPadに転送する。

PowerPoint上の過去の記録を見ながらスプレッドシートにデータ入力をする。

過去の記録を簡単に確認できることで、当日との比較をする様子がみられた。

記録に写真を挿入できるため、成長等の変化を視覚的に比較することができた。

編集するためにアカウントを作成し、ログインする必要がある。

気温・水温等を測定し、PowerPointにローマ字入力をし、撮影した写真を挿入する。

日常生活における指導（係活動）
【金魚・ひまわり観察記録（生き物係）】

GIGA-iPad

アプリ「PowerPoint」

アプリ「Googleスプレッドシート」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中B
A・U
K・S

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部
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数学 iPad、ジョイスティックマウス

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中Ｃ W・K
N・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

問題をたくさん作るとなると教員の負担がかかる（と感じる人もいると思われる）

＜学習のねらい＞

筆記に困難さがある生徒が少しでも効率的に学習することができるようにする

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

学習内容に応じて、PowerPointで作成した選択問題10問に取り組めるようにした

選択肢をタッチして正解か不正解かリンクするようにした

効率的に学習できた

何問間違えたか数えたり、全問正解に喜んだり、意欲的に取り組むことができた

あてずっぽうになることがある

中学部
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素材
GIGA-iPad、アプリ「Sphero Play」

アプリ「カメラ」、大型TV、AppleTV

Sphero

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中D グループ６名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

画面のタップだと少しタッチ操作が難しい生徒がいた。

＜学習のねらい＞

生徒の動きを作品制作に反映させることができる。

視覚的に色が着いていく様子を見えやすく。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

Spheroに生徒が選んだ色を着け、GIGA-iPadで操作して色を着ける。

GIGA-iPadで作成場所を映し、AirPlayで大型TVに映して生徒が見れるようにする。

生徒が色が着いていく様子に自然と注目でき、他の友だちの活動にも注目しやすかった。

生徒の小さな動きでも、大きな描きとして表出させることができた。

意図したような操作は少し難しく、絵の具でスリップして思うように動かないことも多い。

中学部
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▼ 教室が暗くなっているので生徒間の関わりが少なかった。

＜学習のねらい＞

画面に注目することができる。

スイッチを押すことで画面が変化することに気づくことができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

PowerPointで授業に使用する絵本を作成し、プロジェクターで読み聞かせを行う。

スイッチを押すことや生徒の動きでプロジェクターの絵本が変化する。

スイッチを押すことで画面が変化することに気づき、スイッチに関しての興味関心が強くなった。

画面が変化するので授業への集中力が高まった。

音や光が苦手な生徒は慣れるまでに時間が必要だった。または、配慮が必要である。

お話
ノートパソコン、超短焦点プロジェクター

PowerPoint

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中Ｅ グループ４名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部
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自分自身で機器を操作できる楽しさを感じている。

キャリブレーション等の調整に時間がかかり、十分な活動時間が確保できないことがある。

自立活動 視線入力装置「tobii eye tracker」

＜学習のねらい＞

自発的なコミュニケーション手段の確立に向けて、そのツールのひとつを実際に操作

する。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

tobiiをつけたモニターに、PC画面を写す。

キャリブレーション等の設定・調整後、ソフトを開き、生徒が操作する。

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中A S・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部



○

○

☆

☆

☆

△

△

▼

▼
ジャンルが多様で飽きないが、ゲーム感覚でのタイピングが定着し、文章作成に繋げるための
意欲の妨げとなった（全てのジャンルを制覇したい．．．）。

＜学習のねらい＞

iPadの文字入力の方法の１つとして、ローマ字入力を身に付ける

iPadを学習教材として扱う素地を養う

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

iPadのホーム画面上に設置したショートカットからHPにアクセス

終了後、記録用紙に正確率・WPM（1分間の入力文字数）を記入する

好きなジャンルのローマ字表記を練習を通して知ることができた

正確率やWPMを記録したことで、自己の上達をモチベーションにすることができた。

画面上にローマ字が表示されるため、ローマ字入力を完全に習得するまでには至らなかった

自分で好きなジャンルを選択し、付属のキーボードでタイピング練習を行う

自立活動
iPad

タイピング練習HP e-typing（イータイピング）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中B S・K　N・C
U・A

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部
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課題別学習 GIGA-iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中D S・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

iPadではやや視野に制限があった。

＜学習のねらい＞

リモートでの教育機会の獲得

図形のマッチング

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

iPadを使いmeetで病室と接続する。

見えやすい教材を使い、リモートで授業を行う。

生徒はリモートでもある程度のコミュニケーションがとれた。

課題別の時間を保証することができた。

映像のみでは限界があった。他にもICT機器が連携できると良い。

中学部
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▼ 生徒数が増えるほど使用する機材が増えるため大多数での学習は難しい。

自立活動 PC、アプリ「KAGURA」

視覚情報が多いため背景を黒バックや整理する必要がある。

＜学習のねらい＞

自身の体を動かすことで音が出ることを理解する。

自身で上肢を動かしたり、頭をコントロールしたりすることができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

体を動かすことで音が出ることの因果関係を学ぶ。

KAGURAを通して、様々な楽器の音色を体験する。

聴覚優位や多動でも音が出やすいので楽しく活動できた。

誰でも好きな音を簡単に出すことができる。

音が出る因果関係と空間認知の結びつきが難しい。

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

中E グループ4名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

中学部


